
７ 観光

（１） 観光入込客数

〇 鹿角管内における観光入込客数は、平成 28年以降、約 230万人で推移してい
たが、令和２年以降は「新型コロナウイルス感染症」の影響で大きく減少し、約

120万人で推移していた。令和４年からは回復傾向にあり、令和５年は新型コロ
ナが５類移行し、コロナ以前の水準に戻り、令和６年は、概ね前年よりも客数が

増加している。

主な観光施設別観光客数

（単位：人）

資料）県観光戦略課「秋田県観光統計」

※R6 年は「秋田県観光統計」に未掲載のため、鹿角地域振興局総務企画部調べ

主な行祭事別観光客数

（単位：人）

資料）県観光戦略課「秋田県観光統計」

※R6 年は「秋田県観光統計」に未掲載のため、鹿角地域振興局総務企画部調べ

【鹿角市】 R5 R6 【小坂町】 R5 R6
道の駅かづの 253,654 263,549 康楽館 30,245 30,854
八幡平ビジターセンター 30,349 30,598 小坂鉱山事務所 14,201 17,441
史跡尾去沢鉱山 26,714 28,865 小坂鉄道レールパーク 9,028 10,631
大湯ストーンサークル館 29,392 23,693

【鹿角市】 R5 R6 【小坂町】 R5 R6
花輪ばやし 225,000 198,000 アカシアまつり 20,000 16,000
花輪ねぷた 23,000 25,000 小坂七夕まつり 2,500 1,500
毛馬内盆踊 15,000 14,000 クリスマスマーケット 4,000 7,000
毛馬内月山神社祭典 16,000 16,000
大日堂舞楽 4,000 5,000
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（２） 宿泊者数

〇 鹿角管内における宿泊者数は、平成 28年以降、約 30万人で推移していた
が、令和２年以降は、約 20万人で推移している。令和４年に関しては、県で
実施した宿泊キャンペーンの効果もあり、回復傾向にある。令和５年は新型コ

ロナ５類移行の影響などから、客数が増加している。令和 6年は鹿角市の入込
が増えたものの、小坂町の入込が減り、全体的に減少した。
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８ 雇用

○ 管内の有効求人倍率（常用）は、近年高水準で推移しており、県や全国平均より

高い傾向となっている。

○ 令和７年３月の有効求人倍率 1.32 倍は、能代管内の 1.39 倍に続いて県内で２番

目に高い値となっている。

資料）管内：鹿角公共職業安定所 労働市場の動向 秋田県及び全国：秋田労働局 秋田県内の雇用情勢

○ 鹿角管内の令和７年３月新規高卒者の就職動向は、令和７年３月末時点で就職希

望者 45 名全員が内定している。

○ 就職内定者 45 名は、令和６年３月新規高卒者と比較して 15 名の減少である。ま

た、うち県内への就職内定者は 38 名であり、3名の減少となった。

県内 県外 計 県内 県外 計

R7.3卒 38 7 45 38 7 45 84.4% 100.0% 100.0%

R6.3卒 41 19 60 41 19 60 68.3% 100.0% 100.0%

R7.3卒 1,235 361 1,596 1,225 361 1,586 77.2% 99.2% 100.0%

R6.3卒 1,165 396 1,561 1,158 394 1,552 74.6% 99.4% 99.5%

令和７年３月末における管内新規高卒者の就職動向

資料）秋田労働局 新規高校卒業者職業紹介状況より鹿角地域振興局総務企画部作成

就職希望者数(人) 内定者数（人）
県内就職率

県内就職内
定・決定率

県外就職内
定・決定率

ハローワーク
鹿角管内

全県
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９ 保健・医療・福祉

⑴ 死亡率・死因別死亡率

・ 管内の死亡率（人口 10 万対）は 2,396.5 であり、全県の 1,917.5 と比較して高

い。

・ 死因別に見ると、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の順となっており、全県と

比較すると、心疾患と脳血管疾患、肺炎の値が著しく高くなっている。

「令和 5 年秋田県衛生統計年鑑」を基に鹿角地域振興局福祉環境部作成

⑵ 介護認定の状況

・ 介護保険の要支援または要介護の認定を受けている高齢者（65 歳以上）は 2,344

人で、管内の高齢者に占める割合は 16.7％となっている。

資料）県長寿社会課調べ要支援者数・要介護者数（R7.3.31 現在）及び県調査統計課「令和６年秋田県年齢別人口流動調査結果

※小数点以下第四位を四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。
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⑶ 医療施設の状況

・ 管内医療施設は、病院 3施設、一般診療所 19 施設、歯科診療所 12 施設となっ

ている。病床数は、病院と診療所を合わせ、373 床である。

資料）鹿角地域振興局福祉環境部調べ（R7.3.31 現在）

⑷ 保健福祉施設の状況

資料)鹿角地域振興局福祉環境部調べ（R7.4.1 現在)

鹿角市 小坂町 管内計

養護老人ホーム 1 0 1
軽費老人ホーム 1 1 2
老人福祉センター 1 1 2

介護老人福祉施設（特養） 6 2 8
介護老人保健施設（老健） 4 0 4
介護療養型医療施設 0 0 0
介護医療院 2 0 2

地域包括支援センター 4 1 5
通所介護 4 1 5
訪問介護 7 0 7
短期入所生活介護 9 4 13
居宅介護支援事業所 8 3 11

小規模多機能型居宅介護 2 0 2
認知症対応型通所介護 3 1 4
認知症対応型共同生活介護 7 1 8

2 1 3

介護給付 30 11 41
訓練等給付 13 5 18
相談支援事業所 7 11 18

児童発達支援 2 0 2
放課後等デイサービス 1 0 1
保育所等訪問支援 1 0 1
福祉型障害児入所施設 1 0 1
母子生活支援施設 1 0 1
児童館（法対象） 1 1 2

1 0 1

施設等の種類
老人福祉施設

介護保険施設

介護保険施設

地域密着型サービス事業所

有料老人ホーム

障害者総合支援法指定事業所

児童福祉施設

地域子育て支援センター

区 分
病 院 一般診療所 歯科診療所

施設数 病床数 施設数 病床数 施設数

管 内 3 352 19 21 12

全 県 64 13,453 792 538 397
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10 生活・環境

⑴ 水道・下水道

・ 管内の水道施設は、米代川水系の表流水や取水等を水源として整備されてお

り、水道普及率は 98.1％と、全県平均の 92.2％を上回っている。

・管内の公共下水道、農業集落排水等による汚水処理人口普及率は、70.6％と

なっており、全県平均の 89.6％を下回っている。

⑵ 一般廃棄物

・ 家庭や事業所から排出される一般廃棄物は、各市町の処理計画に基づき焼却処

理、最終処分等が行われており、3Ｒ（リデュース<抑制>、リユース<再使用>、

リサイクル<再生利用>）にも取り組まれている。

・ 鹿角地域における１人１日あたりのごみ排出量は、1,177 グラムであり、県平

均の 959 グラムを上回っている。

・ 排出されたゴミのリサイクル率は、17.8％となっており、県平均の 13.6％を上

回っている。
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11 道路・河川

⑴ 道路

・ 管内の道路は、国道、県道を合わせて 14 路線、実延長 254,232ｍとなっている。
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⑵ 河川

・ 管内を流れる河川は、一級河川米代川水系 22 河川と二級河川十和田湖の計 23 河

川で、総延長は 203,171ｍとなっている。

県河川砂防課（R7.3.31 現在）

※二級河川（十和田湖）は築堤不要であり、整備率としての数値無し

⑶ 土砂災害危険箇所等整備状況

管内の土砂災害危険箇所（土石流・急傾斜地崩壊対策・地すべり箇所）は 203 箇所

あり、そのうち概成・着手済み箇所は 77 箇所となっている。

鹿角地域振興局建設部調べ（R7.3.31 現在）

※土石流・急傾斜地崩壊箇所についてはランクⅠを計上

（ランクⅠ：保全人家５戸以上等の渓流）
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13 教育

○ 管内の学校数は、小学校 7校、中学校 5校となっている。

○ 児童数は、小学校児童数 1,092 人(59 人減)、中学校生徒数 672 人(57 人減)であり、

昨年度に比べ、合わせて 116 人の減となっている。（令和 7年４月１日現在）

○ 児童数の減少に伴い、鹿角市内小学校(尾去沢小)では、昨年に引き続き複式学級

が設置された。今後も管内の小学校では、児童数・学級数の減少が予想され、新た

な複式学級の設置も考えられる。

○ 小坂小学校・小坂中学校は、隣接型小中一貫教育校である。

中学校長が小学校長を兼任し、小学校の教頭、中学校の教頭のほか、統括教頭を

1名置き、9年間を見通した小中一貫教育カリキュラムを実施している。

○ 高等学校は、鹿角高校が開校して 2年目となる。生徒数は 498 名となっている。

（令和 7年４月１日現在）

●管内小学校数、児童数

資料）県教育庁北教育事務所鹿角出張所調べ（R7.4.1 現在）

●管内中学校数、生徒数

資料）県教育庁北教育事務所鹿角出張所調べ（R7.4.1 現在）

●鹿角高等学校生徒数

資料）県教育庁北教育事務所鹿角出張所調べ（R7.4.1 現在）

学校数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
特別支

援学級
計

鹿角市 6 132 135 152 139 163 185 60 966

小坂町 1 16 19 21 16 19 28 7 126

管内計 7 148 154 173 155 182 213 67 1,092

学校数 １年 ２年 ３年
特別支

援学級
計

鹿角市 4 175 201 205 18 599

小坂町 1 21 26 25 1 73

管内計 5 196 227 230 19 672

学科名 １年 ２年 ３年 計

普通科 152 138 152 442

産業工学科 16 23 17 56

計 168 161 169 498
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